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農研機構野菜花き研究部門
野菜花き品種育成研究領域

岸本　久太郎

はじめに

カーネーション（Dianthus caryophyllus 
L.）は，バラやキクと並んで世界三
大花卉と称され，流通量の多い花で
ある（小野崎 2016）。農林水産省の
平成 30 年度花き生産出荷統計によれ
ば，日本の切り花類ではキクに次いで
出荷本数が多く，約 2 億 3 千本であ
る。一方，わが国のカーネーション切
り花の年間流通量は，6 億本前後で安
定しているが，国内の出荷量は年々減
少しており，輸入品の占める割合が高
くなって久しい（小野崎 2016）。従っ
て，国産カーネーションには，輸入品
との差別化が求められている。

香りは，花卉ならではの魅力の一つ
であるが，カーネーションにおいて
も注目すべき特徴のように思われる。
カーネーションは，クローブ様のスパ
イシーな芳香を有し，その主たる香気
成分は，芳香族化合物のオイゲノール
であるとされている（フレディ・ゴ
ズラン，グザビエ・フェルナンデス
2013；中島基貴 1995）。また，欧州
では，カーネーションの香りを，香水
や飲食物の香り付けなどに利用してき
た歴史があり，地中海沿岸地域では，
香料用のカーネーションが栽培されて
いる（フレディ・ゴズラン，グザビエ・
フェルナンデス 2013）。カーネーショ
ンが日本に伝来したのは江戸時代の初
期と推定されているが，当時の日本を
代表する本草学者の貝原益軒は，カー
ネーションを「大ニシテ香アリ」と描

写しており（貝原 1709），その香り
の強さを特筆すべき性質とみなしてい
たようである。

一方，わが国において，一般人約
900 人を対象に実施した切り花のア
ンケート調査では，「カーネーション
の香りを想起できる」と回答した人は
約 8% であった。この割合は，ユリや
バラの回答者の割合が約 70% であっ
たこと比較すると，非常に低い。また，
カーネーションについては，「香りを
向上させたい」という回答が 3 割以
上に達し，最も高い割合を示した（岸
本 2012）。これらの結果から，現在
の日本においては，消費者の多くは，
カーネーションの香りを知らないだけ
でなく，カーネーションには香りがな
いと認識しており，香りの向上が切望
されていると考えられる。

これまで，筆者らは，カーネーショ
ン切り花における香りの付加価値と

しての有望性を探るため，香気成分
分析と香りの官能評価との比較解析
を行い，香りの多様性や人に対する
嗜好を明らかにした。さらに，切り
花の香りの発散が，収穫後の管理条
件によってどのような影響を受ける
か調査し，香りの保持に適した管理
の方法について検討した。本稿では，
これらの結果に基づいて，香りを付
加価値として活用するために必要な
要素を論ずる。

1. カーネーションの香り
の特徴

(1) 香りの多様性

カーネーションの花の香りは，芳香
族化合物，テルペノイド，及び脂肪
酸誘導体などで構成され，最も主要
な香気成分は，芳香族化合物である
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（Kishimoto 2020）。 特 に 切 り 花 用
のカーネーションでは，数種類の芳
香族化合物が大半を占め，これらに
よって香りが特徴づけられている（図
-1）。

市販の切り花用カーネーション 25
品種を無作為に選定し，香りを分析
した結果，その内，23 品種が安息
香酸メチルを主要香気成分としてお
り，オイゲノールを主要香気成分と
していたのは 1 品種のみであった（岸
本ら 2019）。この分析結果は，カー
ネーションの主要香気成分が，オイ
ゲノールであるとする定説とは一致
しなかった。さらなる調査を進めた
結果，他にもオイゲノールを主要香
気成分とする品種が見出されたが（図
-1），市販品種においては，オイゲノー
ル系の香りは希少であることが明ら
かになった（Kishimoto 2020；岸本
ら 2019）。

一方，鉢物用のカーネーションや
カーネーション以外のナデシコ属園芸
品種は，切り花用カーネーションと比
較して，香気寄与成分の種類が豊富
で，香気成分組成も多様である（図
-1，Kishimoto 2020）。これらには，
切り花用カーネーションにはなかった
テルペノイドを主要香気成分とした品
種も認められる。さらに興味深いこと
に，切り花用において支配的であった
安息香酸メチル系の香りは，鉢物用に
おいては稀なようである。このように，
香りに着目すると，切り花用と鉢物用
カーネーションは系統的に異なってい
るように見受けられる。

(2) 香りの変化

カーネーションの香りの発散は，開
花と同時に急激に高まる。このとき，
香気成分の生合成や発散に寄与すると
推定される転写因子や酵素遺伝子の発
現も急速に上昇することから，カー
ネーションの香りは，これらの遺伝
子発現によって制御されていると考
え ら れ る（Kishimoto and Shibuya 
2021）。香気成分発散量が最も高い時
期，すなわち香りが最も強い時期は，
開花から数日間であるが，それを過ぎ
ても発散量の減少はゆるやかである。
その後，花弁の退色やしおれといった
老化が視認できる段階になると，香気
成分の発散量は急速に低下する。この
ような香気成分発散量の変動様式は，
安息香酸メチル系とオイゲノール系の
両方に共通している（Kishimoto and 
Shibuya 2021）。

カーネーションの花の香りの減少
は，花弁の老化と同調的におこるが，
花弁の老化は，植物ホルモンであるエ
チレンによって誘導される（Kondo 
et al. 2020）。また，エチレンをカー
ネーションに処理すると香気成分の発
散量が急速に減少する（Schade et al. 
2001）。ペチュニアでは，香気成分生
合成酵素遺伝子の発現を抑制する転写
因子の発現がエチレンによって活性化
され，これにより香気成分発散量が減
少することが知られている（Liu et al. 
2017）。これらの報告から，カーネー
ションの香りの発散もエチレンによっ
て負に制御されていると推定される。

いくつかの植物では，開花の進展に
伴い，発散香気成分の種類も大きく変
化 す る（Pragadheesh et al. 2017）。
切り花用カーネーションの香りは，芳
香族化合物が支配的であるが，開花ス
テージの晩期には，セスキテルペンで
あるカリオフィレンの割合が増加する
傾向がある（Kishimoto and Shibuya 
2021）。しかしながら，この時期には，
香りの発散量も少なく，香りもほとん
ど感じ取れなくなっている。

(3) 官能評価

切り花用のカーネーションを用いて
香りの官能評価試験を行った結果，安
息香酸メチル系の方が，オイゲノール
系よりも，好まれる傾向を示した。安
息香酸メチル系の場合，十分に香る発
散量が維持された状態では，50％以
上の被験者が「好き」と回答し，「嫌
い」と回答した被験者の割合は 10 ～
20％程度と低かった（岸本ら 2019）。
安息香酸メチルは，スイセン，リン
ゴ，ブドウ，及びオレンジなど種々の
花や果物の主要な香気成分の一つで，
甘いドライフルーツ様の芳香がある

（Burdock 2010）。
一方，オイゲノール系の場合，「好

き」と「嫌い」の被験者の割合がとも
に約 30％と拮抗し，「好きでも嫌いで
もない」と回答した被験者の割合も多
かった（岸本ら 2019）。筆者は，こ
の理由として，わが国では欧州のよう
にオイゲノールのスパイシーな香りに
慣れ親しんできた文化がないため，花
の香りとしては想定外の匂いがしたこ
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とに違和感を覚えた被験者が多かった
のではないかと推測している。しか
し，2013 年度の農研機構の一般公開

（茨城県つくば市）において，一般来
場者を対象に実施した試験では，興味
深い結果も得られている。ただし，こ
の試験には切り花用品種ではなくオイ
ゲノール系の鉢物用品種（品種ドゥル
カル）を使用している。試験会場に花
の香りについて簡単な情報を記述した
看板（図 -2 の左）を用意した区とそ
のような情報を一切提示しなかった区
との比較試験を行ったところ，香りの
情報を示した区では，「好き」の評価
が 60％にまで向上し，「嫌い」の評価
が 5％未満にまで減少した（図 -2 の
右）。香りの価値や希少性に関する情
報が事前に与えられると，被験者は未
知の香りに対する警戒感よりも好奇心
が増し，好意的な評価につながるよう
である。

2. 収穫後の管理条件の違
いが切り花の香りに与える
影響

(1) 収穫とエチレン作用阻害剤の
影響

カーネーションを切り花にすると鉢
植えのままで維持したときよりも老化
誘導ホルモンであるエチレンの生産が
早くおこり，花の日持ちが短くなる

（Kondo et al. 2020）。しかし，市販
のカーネーション切り花は，収穫直後
にエチレンの作用阻害剤であるチオ硫
酸銀陰イオン性錯体（STS）が処理さ
れるため，老化が抑えられ，地植えの
状態よりも日持ちする。このように，
同じカーネーションの花であっても，
それぞれ置かれた状況によって日持ち
が異なるが，花の香りについてはどう
だろうか。

図 -3 の上段は， 鉢植えの花と切り
花の香気成分発散量の経日変化を比較
したものである。安息香酸メチル系（品
種コマチ）とオイゲノール系（品種ミ
ルキーウェイ）のいずれにおいても，

切り花では一貫して香りの発散量が減
り続け，鉢植えの花よりも香気成分発
散量の減少が早いことが分かる。

一般に，カーネーションの切り花
では，収穫の 3 ～ 4 日後に花弁内の
エチレン量が上昇し，これに追随し
て花の老化がおこる（Kondo et al. 
2020）。しかし，切り花における香り
の減少はこれらに先行して開始され
る。従って，切り花では，香りの減少
は，エチレンとは異なる要因によっ
て引き起こされると考えられる。ま
た，収穫前後の香気成分発散関連遺伝
子の発現量に大きな変化は認められず

（Kishimoto and Shibuya 2021），切
り花における香りの減少は，少なくと
も既知の香気成分発散関連遺伝子の発
現によって制御されているわけではな
いようである。

収穫から 4 日後以降の香気成分発
散量に着目すると，STS 処理した切
り花の方が，そうでない切り花よりも
高い発散量が維持される傾向があり，
特に，オイゲノール系においては顕著
であった（図 -3 の中段）。このように，
開花ステージの中期以降になると，今

図2 2013年度農研機構一般公開にて実施されたカーネーションの香りの官能評価試験結果
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とに違和感を覚えた被験者が多かった
のではないかと推測している。しか
し，2013 年度の農研機構の一般公開

（茨城県つくば市）において，一般来
場者を対象に実施した試験では，興味
深い結果も得られている。ただし，こ
の試験には切り花用品種ではなくオイ
ゲノール系の鉢物用品種（品種ドゥル
カル）を使用している。試験会場に花
の香りについて簡単な情報を記述した
看板（図 -2 の左）を用意した区とそ
のような情報を一切提示しなかった区
との比較試験を行ったところ，香りの
情報を示した区では，「好き」の評価
が 60％にまで向上し，「嫌い」の評価
が 5％未満にまで減少した（図 -2 の
右）。香りの価値や希少性に関する情
報が事前に与えられると，被験者は未
知の香りに対する警戒感よりも好奇心
が増し，好意的な評価につながるよう
である。

2. 収穫後の管理条件の違
いが切り花の香りに与える
影響

(1) 収穫とエチレン作用阻害剤の
影響

カーネーションを切り花にすると鉢
植えのままで維持したときよりも老化
誘導ホルモンであるエチレンの生産が
早くおこり，花の日持ちが短くなる

（Kondo et al. 2020）。しかし，市販
のカーネーション切り花は，収穫直後
にエチレンの作用阻害剤であるチオ硫
酸銀陰イオン性錯体（STS）が処理さ
れるため，老化が抑えられ，地植えの
状態よりも日持ちする。このように，
同じカーネーションの花であっても，
それぞれ置かれた状況によって日持ち
が異なるが，花の香りについてはどう
だろうか。

図 -3 の上段は， 鉢植えの花と切り
花の香気成分発散量の経日変化を比較
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2020）。しかし，切り花における香り
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（Kishimoto and Shibuya 2021），切
り花における香りの減少は，少なくと
も既知の香気成分発散関連遺伝子の発
現によって制御されているわけではな
いようである。

収穫から 4 日後以降の香気成分発
散量に着目すると，STS 処理した切
り花の方が，そうでない切り花よりも
高い発散量が維持される傾向があり，
特に，オイゲノール系においては顕著
であった（図 -3 の中段）。このように，
開花ステージの中期以降になると，今
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岸本：カーネーションの香り　―切り花における付加価値としての可能性を探る―　13

度はエチレンの作用により香りの減少
が相加的に早まると推定される。そし
て，STS は，このエチレンによる香
りの減少の促進を抑制していると考え
られる。

こうした香りの発散量の違いは，嗅
覚的にも意味のある違いなのだろう
か。筆者らは，正規分布において，平
均値を中心とした標準偏差の 2 倍の
領域（全体の約 70％）のヒトが「香
る」と評価する香りは，概ね香ると
判断しても良いのではないかと考え
た。そこで，性別と年齢を均等に振り
分けた 80 名の被験者に様々な開花ス
テージのカーネーションの香りを嗅が
せ，強さを 4 段階（「よく香る」・「香
る」・「あまり香らない」・「香らない」）

で評価してもらい，70％以上の被験
者が香りの強さを肯定的に評価（「よ
く香る」か「香る」を選択）した発散
量の下限を見出した（岸本ら 2019）。
この値（図 -3 の点線）を指標として
香りの持続期間を比較すると，オイ
ゲノール系の鉢植えの花は，開花か
ら 12 日後も香りが維持されていると
推定されるが，切り花では，6 ～ 8 日
後には香りが失われていると推定され
る（図 -3 の上段）。一方，STS 処理し
た切り花は，STS 処理しなかった場
合と比較して 4 日間ほど香りの持続
期間が長くなることが期待される（図
-3 の中段）。安息香酸メチル系におい
ても鉢植えの花と切り花では，香りの
持続期間が大きく異なることが示唆さ

れた。しかし，オイゲノール系の切
り花で見られたような，STS 処理に
よる香りの持続期間の向上は，示唆
されなかった（図 -3 の中段）。安息
香酸メチル系とオイゲノール系の複
数の品種において同様の調査を行っ
た結果，安息香酸メチル系は，オイ
ゲノール系と比較して切り花におけ
る香りの持続期間が短く，STS 処理
による香りの保持効果も低いことが
示された（Kishimoto 2021）。その
理由の一つとして，安息香酸メチル
は，嗅覚閾値が高く，香るためには，

オイゲノールより多くの発散量を必要
とすることが挙げられる（図 -3）。

(2) 輸送方式と後処理剤の影響

カーネーションの主たる輸送方式
は，乾式輸送であり，輸送中は水が切
れた状態となる。これに対して切り花
を水に生けた状態で輸送する湿式輸送
がある。湿式輸送は，切り花の積載量
に対して，重量がかさみ，コスト高に
なるため，カーネーションにおいては
あまり採用されていない。 

これらの輸送方式の違いがカーネー
ション切り花の香りの発散に影響する
かどうか調査した。その結果，乾式処
理を行った切り花では，香気成分発散
量の減少が促進され，香る期間も短く
なることが示された（図 -3 の下段）。
従って，乾式輸送は，切り花における
香りの減少をさらに助長していると考
えられる。この乾式処理による香り減
少の促進は，STS 処理によって軽減さ
れないことから（Kishimoto 2021），
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少なくともエチレン非依存的な機構で
あると推定される。これまでのところ，
乾燥ストレスと植物の香りの発散の関
係を指摘した研究報告は他にないよう
である。

STS のように出荷前に生産者によっ
て処理される品質保持剤を前処理剤と
呼ぶ。これに対して，輸送後の切り花
の日持ちを向上させるための処理され
る品質保持剤を後処理剤と呼ぶ（市村
2016）。後処理は，主に花屋さんなど
の販売者によって行われることが多い
が，広義には，消費者が市販の品質保
持剤を切り花に処理する場合も含まれ
る。後処理剤の主成分は，切り花の養
分となる糖質であるが，糖質を生け水
に加えると細菌の増加を招くため，こ
れを防ぐ抗菌剤も含まれている（市村
2016）。　

ショ糖を主成分とした後処理剤は，
バラやチューリップなど多種多様な花
き品目において，日持ちの向上効果
があることが報告されている（市村
2016）。この後処理剤が，カーネーショ
ン切り花の香気成分発散量に与える影
響について調査した。切り花は，収穫
直後に STS 処理され，その後，湿式管
理下に 24 時間置かれたものを使用し
た。その結果，後処理区と無処理区の
切り花の間に有意な違いは認められな
かった（Kishimoto 2021）。糖質の種類
を果糖やブドウ糖に変えた試験でも結
果は同じであった（Kishimoto 2021）。
このことから少なくとも，糖質の後処
理が，カーネーションの香りに悪影響
を与えることはないようである。

カーネーションの切り花では，収穫
後，花弁内の糖質の含量が減少し続け
ることが知られている（Kondo et al. 
2020）。糖質は，花弁において芳香族
化合物の基質となることから，切り花
への糖質の補給は，理論的には香りの
減少を抑える働きが期待できる。しか
し，結果はそうではなかったことから，
生け水から導管を介して吸収された糖
質を香気成分生合成に活用できない何
らかの理由があるのかもしれない。あ
るいは，一般的な後処理の糖濃度（1%）
では，香気成分の生産には足りなかっ
た可能性もある。

(3) 温度の影響

切り花の生理状態は，温度に左右さ
れ，日持ちにも大きく影響する（市村
ら 2015）。これまで紹介してきた結
果は，常温（23℃）の温度条件下で
得られたものであるが，これにわが国
の冬季と夏季の屋内を想定した温度

（それぞれ 15 と 28℃）を加え（勝野・
H. B. リジャル 2011），各温度条件下
におけるカーネーションの香りの発散
の比較を行った（Kishimoto 2022）。

その結果，湿式管理下におかれた
オイゲノール系のミルキーウェイで

は，15℃の方が，23℃よりも香りの
持続期間が長いことが示唆された（図
-4）。一方，安息香酸メチル系のコマ
チでは，15℃と 23℃の香りの持続期
間に顕著な差異は示唆されなかった

（図 -4）。また，いずれの切り花にお
いても，28℃は，香りの持続期間を
短くすると推定された（図 -4）。従っ
て，夏季のように気温が 28℃を超え
る高温期は，切り花の香りが早く失わ
れると予想される。

興味深いことに，温度が高い条件ほ
ど収穫直後の香気成分発散量は高い
が，その後の減少も早いことが示され
た（図 -4）。最近の研究から，花の香
気成分は花弁の表皮から一斉に放出さ
れるわけではなく，一時的に花弁表層
のクチクラに蓄積されるようである

（Liao et al. 2021）。ペチュニアの場
合，花弁全体の香気成分の内，半分の
香気成分がクチクラに存在すると推計
されている（Liao et al. 2021）。筆者
は，カーネーション切り花において，
高温下での香気成分発散量が一時的に
高かった理由は，温度が高いほどクチ
クラから揮発する香気成分量も増える
からだと考えている。また，その後の
発散量の急速な減少は，クチクラに蓄

図 -4　異なる温度条件下におけるカーネーション切り花の香気成分発散量の経日変化
切り花は開花日に収穫され，エチレン作用阻害剤であるSTS（0.2�mM�硝酸銀と 1.6�mM�チオ
硫酸ナトリウム ･五水和物の混合溶液）が処理された。同日区の異なるアルファベットは有意差
を示す（Tukey‘s�検定，n�=�3，p�<�0.05）。点線は，カーネーションの花の香りの強さを4段階（よ
く香る・香る・あまり香らない・香らない）で評価したとき，被験者の70％以上が「よく香る，
あるいは香る」と評価した香気成分発散量の下限（岸本��2019）
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分となる糖質であるが，糖質を生け水
に加えると細菌の増加を招くため，こ
れを防ぐ抗菌剤も含まれている（市村
2016）。　

ショ糖を主成分とした後処理剤は，
バラやチューリップなど多種多様な花
き品目において，日持ちの向上効果
があることが報告されている（市村
2016）。この後処理剤が，カーネーショ
ン切り花の香気成分発散量に与える影
響について調査した。切り花は，収穫
直後に STS 処理され，その後，湿式管
理下に 24 時間置かれたものを使用し
た。その結果，後処理区と無処理区の
切り花の間に有意な違いは認められな
かった（Kishimoto 2021）。糖質の種類
を果糖やブドウ糖に変えた試験でも結
果は同じであった（Kishimoto 2021）。
このことから少なくとも，糖質の後処
理が，カーネーションの香りに悪影響
を与えることはないようである。

カーネーションの切り花では，収穫
後，花弁内の糖質の含量が減少し続け
ることが知られている（Kondo et al. 
2020）。糖質は，花弁において芳香族
化合物の基質となることから，切り花
への糖質の補給は，理論的には香りの
減少を抑える働きが期待できる。しか
し，結果はそうではなかったことから，
生け水から導管を介して吸収された糖
質を香気成分生合成に活用できない何
らかの理由があるのかもしれない。あ
るいは，一般的な後処理の糖濃度（1%）
では，香気成分の生産には足りなかっ
た可能性もある。

(3) 温度の影響

切り花の生理状態は，温度に左右さ
れ，日持ちにも大きく影響する（市村
ら 2015）。これまで紹介してきた結
果は，常温（23℃）の温度条件下で
得られたものであるが，これにわが国
の冬季と夏季の屋内を想定した温度

（それぞれ 15 と 28℃）を加え（勝野・
H. B. リジャル 2011），各温度条件下
におけるカーネーションの香りの発散
の比較を行った（Kishimoto 2022）。

その結果，湿式管理下におかれた
オイゲノール系のミルキーウェイで

は，15℃の方が，23℃よりも香りの
持続期間が長いことが示唆された（図
-4）。一方，安息香酸メチル系のコマ
チでは，15℃と 23℃の香りの持続期
間に顕著な差異は示唆されなかった

（図 -4）。また，いずれの切り花にお
いても，28℃は，香りの持続期間を
短くすると推定された（図 -4）。従っ
て，夏季のように気温が 28℃を超え
る高温期は，切り花の香りが早く失わ
れると予想される。

興味深いことに，温度が高い条件ほ
ど収穫直後の香気成分発散量は高い
が，その後の減少も早いことが示され
た（図 -4）。最近の研究から，花の香
気成分は花弁の表皮から一斉に放出さ
れるわけではなく，一時的に花弁表層
のクチクラに蓄積されるようである

（Liao et al. 2021）。ペチュニアの場
合，花弁全体の香気成分の内，半分の
香気成分がクチクラに存在すると推計
されている（Liao et al. 2021）。筆者
は，カーネーション切り花において，
高温下での香気成分発散量が一時的に
高かった理由は，温度が高いほどクチ
クラから揮発する香気成分量も増える
からだと考えている。また，その後の
発散量の急速な減少は，クチクラに蓄

図 -4　異なる温度条件下におけるカーネーション切り花の香気成分発散量の経日変化
切り花は開花日に収穫され，エチレン作用阻害剤であるSTS（0.2�mM�硝酸銀と 1.6�mM�チオ
硫酸ナトリウム ･五水和物の混合溶液）が処理された。同日区の異なるアルファベットは有意差
を示す（Tukey‘s�検定，n�=�3，p�<�0.05）。点線は，カーネーションの花の香りの強さを4段階（よ
く香る・香る・あまり香らない・香らない）で評価したとき，被験者の70％以上が「よく香る，
あるいは香る」と評価した香気成分発散量の下限（岸本��2019）

岸本：カーネーションの香り　―切り花における付加価値としての可能性を探る―　15

えられていた香気成分が先に枯渇して
しまったからであると考えられる。ま
た，温度が高いほど呼吸量が増加する
ため，香気成分の原材料となる糖質の
消耗も早いと予想される。

まとめ

市販の切り花用のカーネーションの
ほとんどは，安息香酸メチル系の香り
を有するが，収穫後の香りの保持に優
れているのは，オイゲノール系である。
また，STS によるエチレン作用阻害は，
花の日持ちだけでなく香りの保持とい
う点でも有効である。

切り花の香り保持には，水を切らさ
ない管理，すなわち湿式輸送が不可欠
である。湿式輸送は，海外から空輸さ
れる切り花には適用できないため，国
産品と輸入品との差別化に適した香り
の保持方法といえる。また，湿式輸送
は，コスト高ではあるが，生産者や卸
売業者中には，カーネーションの品質
向上を意図して，本輸送方式を積極的
に取り入れているところも少なくない。
このような取り組みにおいては，香り
の存在は，付加価値としてだけでなく，
切り花が新鮮であることや収穫後管理
が適切であったことを消費者に伝える
手段としても有効なように思われる。

切り花の香り保持には，温度も重要
な要素である。ただし，温度管理によ
る香りの保持効果を得るためには，切
り花が湿式管理されていることが前
提である。筆者らの調査では，10 ～
15℃の温度帯が，カーネーションの

切り花の香りの保持に適していること
が示された（Kishimoto 2022）。また，
これらの温度条件は，花屋さんなどで
見かける冷蔵機能付きのショーケース
でも容易に達成できる温度でもある。
オイゲノール系のミルキーウェイで
は，収穫後の 6 日間を 10℃の低温で
管理すると，切り花を常温に移した後
の香り保持期間が，常温で維持し続け
たときよりも長くなることが示唆され
ている（Kishimoto 2022）。従って，
切り花が消費者の手に渡るまで 10℃
で管理するだけでも，香りの延長効果
が期待できる。

本研究では，現状のカーネーション
の出荷・販売形態に留意して，切り花
の香りに対する影響を調査し，香りの
保持のために適切な管理方法を検討し
てきた。しかしながら，収穫時の切り
前（切り花の咲き具合）は，どの段階
が，香りの保持に適しているのか，輸
送中の長い暗期は香りの発散にどのよ
うに影響するのか，など，検討すべき
課題は未だ多い。さらに，現状の収穫
後管理の最適化だけでは，地植えの花
と同等の香りの発散量を切り花に付与
することは難しいと考えられる。言い
換えれば，切り花において地植えの花
と同じ生理状態を再現することができ
れば，更なる香りの保持効果を得るこ
とが期待できる。

おわりに

収穫によって花の香りが減少するこ
とは，経験的にはよく知られていたこ

となのかもしれない。しかし，これを
学術的に明らかにし，報告したのは，
筆者らのカーネーションによる研究が
初めてであると思われる（Kishimoto 
and Shibuya 2021）。また，カーネー
ションの主たる香気寄与成分が，オイ
ゲノールから安息香酸メチルに置き
換わっていたことも，驚くべき発見
であった（岸本ら 2019）。これらを
見出した時，カーネーションの香り
は，書籍上ではよく知られているにも
関わらず，われわれの多くが認知し
ていないという謎がいっぺんに解け
た気がした。オイゲノール系の香り
は，1970 年代以前に登録された品種
においては，まだ，主要であったよう
である（Clery et al. 1999）。1980 年
代になると，地中海系と称される耐病
性に優れた交雑品種群が世界中に普及
した経緯があり，現在のカーネーショ
ン品種もこれに連なっている（小野崎 
2016）。筆者は，この地中海系が，安
息香酸メチル系の香りを有する品種群
であったと推定している。

これまで述べてきたように，カー
ネーション切り花の香りを保持する試
みは，まだ検討すべき課題を抱えてい
る。また，香りが多様性に乏しいこと
も悩ましい問題である。一方，切り花
用品種以外のナデシコ属園芸品種に
は，多様な香りがあふれている。これ
らを切り花の芳香性向上のための育種
素材として活用するのも魅力的な試み
のように思われる。

花の香りを保持する研究を始めてか
ら，花卉業界の様々な方々に大変お世
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話になった。花を育種する人，栽培す
る人，流通させる人，販売する人，魅
力を伝える人，研究する人など枚挙に
いとまがない。ここに感謝の意を表し
たい。加えて，多くの方を差し置いて
一人だけ名をあげることを許してい
ただきたい。2020 年に故人となられ
た矢祭園芸の金澤大樹氏なくしては，
カーネーションの香りの研究をここま
で進展させることはできなかった。重
ねて，感謝申し上げる。
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